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検討事項 論点

■社会福祉法人制度の意義

■経営組織の在り方 理事・理事長・理事会の位置付け・権限・責任
評議員・評議員会の位置付け・権限・責任
監事の位置付け・権限・責任
会計監査人による財務監査 等

■業務運営・財務運営の在り方 社会福祉法人が担う事業の範囲と位置付け（「社会貢献活動」含む）
業務運営の規律
財務運営の規律（いわゆる内部留保の明確化と再投資の在り方を含む）
経営力向上の方策 等

■運営の透明性の確保の在り方 財務諸表、活動状況、経理状況（役員報酬、調達等）の公表
都道府県、国における情報集約と公表 等

■法人の連携・協働等の在り方 法人の再編等の仕組み
複数法人による協働の仕組み 等

■行政の関与の在り方 適正な運営を確保するための指導監督
法人の育成の観点からの指導監督
国、都道府県、市の役割と位置付け 等

■他制度における社会福祉法人の位置付け 社会福祉施設職員等退職手当共済 等

■その他

社会福祉法人制度の見直しに関する論点


